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1 はじめに

2 エンジン概要と基本諸元
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エンジン型式 新2UR- GSE （RC F） 2UR- GSE （IS F）

気筒配置 90°V型8気筒 ←
ボア×ストローク(mm) 94.0×89.5 ←

排気量（cc） 4968 ←
圧縮比 12.3 11.8

動弁系機構 DOHC 4バルブ
Dual VVT i VVT iE（吸気） ←

バルブ
リフト(ｍｍ)/材質

吸気 13.0/Ti 12.0/Ti
排気 11.0/Ti 11.0/耐熱鋼

燃料供給装置
筒内直接噴射(max. 18MPa)＋ポート噴射 筒内直接噴射(max. 13MPa)＋ポート噴射

新D 4S D 4S
エンジンオイル冷却 水冷＋空冷オイルクーラー 水冷オイルクーラー
最高出力(kW/rpm) 351/7100 311/6600
最大トルク(N･m/rpm) 530/4800～5600 505/5200

排ガス規制

北米 LEV Ⅲ(ULEV70) ULEV Ⅱ
欧州 Euro6 Euro5
中国 国5 未導入
日本 J-SULEV( ☆☆☆☆) ←

搭載車両 LEXUS RC F LEXUS IS F

部位、部品名
採用目的

採用技術、内容高性能
高回転 燃費向上 排気対応 軽量化 信頼性

シリンダヘッド ○ ○ 圧縮比UP
吸排気ポート改良(吸気：高流量高タンブル)

INカムシャフト ○ ○ カムプロフィール改良(バルブリフトUP)

電動VVT ○ ○ ○ 作動範囲拡大
(性能,燃費の両立,アトキンソンサイクル化)

クランクシャフト ○ ○ ○ クランクピン径縮小,カウンタウェイト縮小
コネクティングロッド ○ ○ ○ ○ 高強度鍛造材,大端穴径縮小

IN,EX バルブ ○ ○ ○ ○ チタン化
オイルパンバッフルプレート ○ ○ 形状改良(オイル叩き改善)

メインベアリング
コンロッドベアリング ○ ○ 材質変更

オイルクーラ ○ 水冷＋空冷(サーキット走行対応強化)
インテークマニホールド ○ ○ 管長、管径、サージタンク容積最適化

スロットル ○ 径拡大(φ83←φ76)
エキゾーストマニホールド ○ セミデュアル化(排気干渉低減)

燃料系 ○ ○ ○ 新D 4S(高燃圧化、噴霧形状改良)
オルタネータプーリ ○ ○ One way clutch付き

表2　採用技術
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3 技術的特徴

高効率ポート 新D-4S

IS F

RC F

ポート上流の流れを直線化
→流速を維持し、タンブルを強化

シート加工を3分割にした多段加工を採用
→流れの剥離を抑制

図2
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RH LH

出口径拡大

セミデュアル構造

新2UR-GSE(RC F)

2UR-GSE(IS F)

図6. 排気系比較

出口径拡大 4 エンジン性能、環境性能
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RC F

IS F

320
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5 おわりに
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